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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリであって、
　外科手術器具の遠位端部分を受け取るように構成されている近位端部分を有するシェル
アセンブリであって、前記遠位端部分は、ウインドーを規定し、前記近位端部分は、環状
リングを含み、かつ、環状溝を規定し、前記環状リングは、ロック開口部を規定する、シ
ェルアセンブリと、
　前記環状溝内に解放可能に配置されている係止カラーであって、前記係止カラーは、ロ
ックと環状本体とを含み、前記環状本体は、１対の解放表面を有し、前記１対の解放表面
は、前記ロックに対向して前記環状本体の周りに位置決めされ、前記ロックは、前記環状
本体から半径方向内方に延び、前記１対の解放表面は、係止された構成から係止されてい
ない構成に前記係止カラーを移行するように構成されており、前記係止された構成におい
て、前記ロックは、前記環状リングの内側表面を貫通するように前記ロック開口部を通っ
て延び、前記係止されていない構成において、前記ロックは、前記環状リングの前記内側
表面から半径方向外方に位置決めされる、係止カラーと
　を含み、
　前記係止された構成において、前記ロックは、前記ウインドーの中に延び、前記係止さ
れていない構成において、前記ロックは、前記ウインドーの外に位置決めされ、
　前記１対の解放表面のうちの第１の解放表面は、前記環状本体の周囲で第１の方向に延
び、前記１対の解放表面のうちの第２の解放表面は、前記環状本体の周囲で前記第１の方
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向とは反対の第２の方向に延び、
　前記１対の解放表面の解放表面の各々は、係合ウインドーを規定する端を含み、前記係
合ウインドーは、前記環状本体に隣接するように規定されている、ローディングユニット
および係止カラーのアセンブリ。
【請求項２】
　前記１対の解放表面の各解放表面における前記係合ウインドーを規定する前記端は、前
記係止された構成から前記係止されていない構成に前記係止カラーを移行するために、互
いに向かって移動可能である、請求項１に記載のローディングユニットおよび係止カラー
のアセンブリ。
【請求項３】
　前記係止された構成において、前記係止カラーは、前記シェルアセンブリの長手方向軸
に対して横断する面において、円形の断面を規定する、請求項１に記載のローディングユ
ニットおよび係止カラーのアセンブリ。
【請求項４】
　前記係止カラーは、前記係止された構成に向かって付勢されている、請求項１に記載の
ローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
【請求項５】
　前記係止カラーの前記環状本体は、前記１対の解放表面を形成するように分かれている
、請求項１に記載のローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
【請求項６】
　前記係止カラーが前記係止されていない構成から前記係止された構成に移行する場合、
前記係止カラーは、しるしを提供するように構成されている、請求項１に記載のローディ
ングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
【請求項７】
　前記しるしは、可聴である、請求項６に記載のローディングユニットおよび係止カラー
のアセンブリ。
【請求項８】
　前記シェルアセンブリは、組織を通してステープルを発射するように構成されている、
請求項１に記載のローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
【請求項９】
　外科手術システムであって、
　遠位端を含む外科手術器具であって、前記遠位端は、ウインドーを規定する、外科手術
器具と、
　シェルアセンブリを含むローディングユニットであって、前記シェルアセンブリは、近
位端部分を有し、前記シェルアセンブリの前記近位端部分は、前記外科手術器具の前記遠
位端上に位置決めされ、前記シェルアセンブリの前記近位端部分は、環状リングを含み、
かつ、前記近位端部分に環状溝を規定し、前記環状リングは、ロック開口部を規定する、
ローディングユニットと、
　前記ローディングユニットの前記環状溝内に解放可能に配置されている係止カラーであ
って、前記係止カラーは、ロックと環状本体とを含み、前記環状本体は、１対の解放表面
を有し、前記１対の解放表面は、前記ロックに対向して前記環状本体の周りに位置決めさ
れ、前記ロックは、前記環状本体から半径方向内方に延び、前記１対の解放表面は、係止
された構成から係止されていない構成に前記係止カラーを移行するように構成されており
、前記係止された構成において、前記ロックは、前記環状リングの内側表面を貫通するよ
うに前記ロック開口部を通って延び、前記係止されていない構成において、前記ロックは
、前記環状リングの前記内側表面から半径方向外方に位置決めされる、係止カラーと
　を含み、
　前記係止された構成において、前記ロックは、前記ウインドーの中に延び、前記係止さ
れていない構成において、前記ロックは、前記ウインドーの外に位置決めされ、
　前記１対の解放表面のうちの第１の解放表面は、前記環状本体の周囲で第１の方向に延
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び、前記１対の解放表面のうちの第２の解放表面は、前記環状本体の周囲で前記第１の方
向とは反対の第２の方向に延び、
　前記１対の解放表面の解放表面の各々は、係合ウインドーを規定する端を含み、前記係
合ウインドーは、前記環状本体に隣接するように規定されている、外科手術システム。
【請求項１０】
　前記係止された構成において、前記係止カラーは、前記ローディングユニットを前記外
科手術器具の前記遠位端に固定し、前記係止されていない構成において、前記係止カラー
は、前記ローディングユニットが前記外科手術器具から取り外されることを可能にする、
請求項９に記載の外科手術システム。
【請求項１１】
　前記ロックは、近位ステップと、遠位ステップと、前記近位ステップと前記遠位ステッ
プとの間の角度付き表面とを含む、請求項９に記載の外科手術システム。
【請求項１２】
　前記角度付き表面は、前記ロックが前記外科手術器具の前記遠位端に規定されるウイン
ドー内に位置決めされるまで、前記外科手術器具の前記遠位端上をスライドすることによ
り、前記ロックを半径方向外方に移動するように構成されている、請求項１１に記載の外
科手術システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　背景
　１．技術分野
　本開示は、概して、外科手術ステープル留め器具に関する。より詳しくは、本開示は、
交換可能なローディングユニットを含む円形外科手術ステープル留め器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　２．関連技術の背景
　外科手術手順中に組織部分を接合するように構成されている外科手術ステープル留めデ
バイスは、周知である。これらのデバイスは、デバイスの長手方向軸に対して平行に、ま
たは横断して配向されている線形エンドエフェクター、および円形エンドエフェクターを
含む。代表的に、線形ステープル留めデバイスは、使い捨てローディングユニット、また
はステープル留めデバイスが複数回使用されることを可能にする交換可能なカートリッジ
を含む。しかし、従来の円形ステープル留めデバイスは、デバイスに固定して取り付けら
れているカートリッジまたはシェルアセンブリを含み、その結果、デバイスは、単回使用
の後、処分されなければならない。いくつかの円形ステープル留めデバイスは、交換可能
であるカートリッジまたはシェルアセンブリを含む。
【０００３】
　ステープル留めデバイスの再使用を容易にするために、カートリッジまたはシェルアセ
ンブリを円形ステープル留めデバイスに解放可能に固定するための単純な費用のかからな
いデバイスの必要性が当該分野において存在する。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　概要
　本開示の局面において、ローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリは、シェ
ルアセンブリと係止カラーとを含む。シェルアセンブリは、外科手術器具の遠位端部分を
受け取るための近位端部分を有する。近位端部分は、外側表面と内側表面とを有する環状
リングを含む。環状リングの外側表面は、近位端部分に環状溝を規定する。環状リングは
、それを通してロック開口部を規定する。係止カラーは、環状溝内に解放可能に配置され
、環状本体を含む。係止カラーの環状本体は、１対の解放表面とロックとを有する。ロッ
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クは、環状本体から半径方向内方に延びている。１対の解放表面は、係止カラーを係止さ
れた構成から係止されていない構成に移行するように構成されている。係止された構成に
おいて、ロックは、ロック開口部を通って延びて、環状リングの内側表面を貫通しており
、係止されていない構成において、ロックは、環状リングの内側表面から半径方向外方に
位置決めされている。
【０００５】
　複数の局面において、解放表面の各々は、他方の解放表面に向かって押し付けられ、係
止カラーを係止された構成から係止されていない構成に移行する。解放表面の各々は、半
径方向内方に圧縮されて、係止カラーを係止されていない構成に向かって移行し得る。あ
るいは、解放表面の各々は、シェルアセンブリの長手方向軸に対して横断する面において
、係止カラーの周囲で押し付けられて、係止カラーを係止されていない構成に向かって移
行し得る。
【０００６】
　いくつかの局面において、係止カラーは、シェルアセンブリの長手方向軸に対して横断
する面において、楕円形の断面を規定し、ここで、係止されていない構成における幅は、
係止された構成における幅よりも小さい。幅は、１対の解放表面の間に規定され得る。あ
るいは、係止カラーは、シェルアセンブリの長手方向軸に対して横断する面において、楕
円形の断面を規定し得、ここで、幅は、高さよりも小さい。
【０００７】
　特定の局面において、係止カラーは、係止された構成において、シェルアセンブリの長
手方向軸に対して横断する面において、円形の断面を規定する。係止カラーは、シェルア
センブリの長手方向軸に対して横断する面において、楕円形の断面を規定し得、ここで、
係止されていない構成において、幅は高さよりも小さい。高さは、１対の解放表面とロッ
クとの間に規定され得る。
【０００８】
　特定の局面において、係止カラーは、係止された構成に向かって付勢される。係止カラ
ーの環状本体は、分かれて、第１の解放表面と第２の解放表面とを形成し得る。第１の表
面は、環状本体の周囲で第１の方向に延び得、第２の解放表面は、環状本体の周囲で第１
の方向と反対の第２の方向に延び得る。第１の解放表面および第２の解放表面は、各々が
、端を含み得、端と環状本体との間に係合ウインドーを規定する。係止カラーは、係止カ
ラーが係止されていない構成から係止された構成に移行する場合、しるしを提供するよう
に構成され得る。しるしは、可聴であり得る。シェルアセンブリは、組織を通してステー
プルを発射するように構成され得る。
【０００９】
　本開示の別の局面において、外科手術システムは、外科手術器具と、ローディングユニ
ットと、係止カラーとを含む。外科手術器具は、遠位端を含む。ローディングユニットは
、近位端部分を有するシェルアセンブリを含み、この近位端部分は、外科手術器具の遠位
端上に位置決めされている。近位端部分は、外側表面と内側表面とを有する環状リングを
含む。環状リングの外側表面は、近位端部分に環状溝を規定する。環状リングは、それを
通してロック開口部を規定する。係止カラーは、ローディングユニットの環状溝内に解放
可能に配置され、環状本体を含み、この環状本体は、１対の解放表面とロックとを有する
。ロックは、環状本体から半径方向内方に延びている。１対の解放表面は、係止カラーを
係止された構成から係止されていない構成に移行するように構成されている。係止された
構成において、ロックは、ロック開口部を通って延びて、環状リングの内側表面を貫通し
ており、係止されていない構成において、ロックは、環状リングの内側表面から半径方向
外方に位置決めされている。
【００１０】
　複数の局面において、外科手術器具の遠位端は、ウインドーを規定する。ロックは、係
止された構成において、ウインドーの中に延び得、係止されていない構成において、ウイ
ンドーの外に位置決めされ得る。係止カラーは、係止された構成において、ローディング
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ユニットを外科手術器具の遠位端に固定し得、係止カラーは、係止されていない構成にお
いて、ローディングユニットが外科手術器具から取り外されることを可能にし得る。ロッ
クは、近位ステップと、遠位ステップと、近位ステップと遠位ステップとの間の角度付き
表面とを含み得る。角度付き表面は、ロックが外科手術器具の遠位端に規定されるウイン
ドー内に位置決めされるまで、外科手術器具の遠位端部分上をスライドして、ロックを半
径方向外方に移動するように構成され得る。
【００１１】
　さらに、本明細書中に記載される局面のうちの任意のものは、一貫した程度まで、本明
細書中に記載される他の局面のうちの任意のものまたは全てとともに使用され得る。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　ローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリであって、
　外科手術器具の遠位端部分を受け取るように構成されている近位端部分を有するシェル
アセンブリであって、該近位端部分は、環状リングを含み、環状溝を規定し、該環状リン
グは、ロック開口部を規定する、シェルアセンブリと、
　該環状溝内に解放可能に配置されている係止カラーと
　を含み、該係止カラーは、環状本体を含み、該環状本体は、１対の解放表面とロックと
を有し、該ロックは、該環状本体から半径方向内方に延びており、該１対の解放表面は、
該係止カラーを、該ロックが該ロック開口部を通って延びて該環状リングの内側表面を貫
通している係止された構成から、該ロックが該環状リングの該内側表面から半径方向外方
に位置決めされている係止されていない構成に移行するように構成されている、ローディ
ングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目２）
　上記１対の解放表面の各解放表面は、上記係止カラーを上記係止された構成から上記係
止されていない構成に移行するために、互いに向かって移動可能である、上記項目に記載
のローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目３）
　上記１対の解放表面の各解放表面は、上記係止カラーを上記係止されていない構成に向
かって移行するために、半径方向内方に圧縮性である、上記項目のうちのいずれか一項に
記載のローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目４）
　上記１対の解放表面の各解放表面は、上記係止カラーを上記係止されていない構成に向
かって移行するために、上記シェルアセンブリの長手方向軸に対して横断する面において
、該係止カラーの周囲で移動可能である、上記項目のうちのいずれか一項に記載のローデ
ィングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目５）
　上記係止カラーは、上記シェルアセンブリの長手方向軸に対して横断する面において、
楕円形の断面を規定し、ここで、上記係止された構成において、幅は高さよりも大きく、
該幅は、上記１対の解放表面の間に規定される、上記項目のうちのいずれか一項に記載の
ローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目６）
　上記係止カラーは、上記シェルアセンブリの長手方向軸に対して横断する面において、
楕円形の断面を規定し、ここで、上記係止されていない構成における幅は、上記係止され
た構成における幅よりも小さく、該幅は、上記１対の解放表面の間に規定される、上記項
目のうちのいずれか一項に記載のローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目７）
　上記係止カラーは、上記係止された構成において、上記シェルアセンブリの長手方向軸
に対して横断する面において、円形の断面を規定する、上記項目のうちのいずれか一項に
記載のローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目８）



(6) JP 6792328 B2 2020.11.25

10

20

30

40

50

　上記係止カラーは、上記シェルアセンブリの長手方向軸に対して横断する面において、
楕円形の断面を規定し、ここで、上記係止されていない構成において、幅は高さよりも小
さく、該高さは、上記１対の解放表面と上記ロックとの間に規定される、上記項目のうち
のいずれか一項に記載のローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目９）
　上記係止カラーは、上記係止された構成に向かって付勢されている、上記項目のうちの
いずれか一項に記載のローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目１０）
　上記係止カラーの上記環状本体は、分かれて、上記１対の解放表面を形成している、上
記項目のうちのいずれか一項に記載のローディングユニットおよび係止カラーのアセンブ
リ。
（項目１１）
　上記１対の解放表面の第１の解放表面は、上記環状本体の周囲で第１の方向に延び、該
１対の解放表面の第２の解放表面は、該環状本体の周囲で該第１の方向と反対の第２の方
向に延びている、上記項目のうちのいずれか一項に記載のローディングユニットおよび係
止カラーのアセンブリ。
（項目１２）
　上記１対の解放表面の解放表面の各々は、各々が、端を含み、該端と上記環状本体との
間に係合ウインドーを規定する、上記項目のうちのいずれか一項に記載のローディングユ
ニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目１３）
　上記係止カラーは、該係止カラーが上記係止されていない構成から上記係止された構成
に移行する場合、しるしを提供するように構成されている、上記項目のうちのいずれか一
項に記載のローディングユニットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目１４）
　上記しるしは、可聴である、上記項目のうちのいずれか一項に記載のローディングユニ
ットおよび係止カラーのアセンブリ。
（項目１５）
　上記シェルアセンブリは、組織を通してステープルを発射するように構成されている、
上記項目のうちのいずれか一項に記載のローディングユニットおよび係止カラーのアセン
ブリ。
（項目１６）
　外科手術システムであって、
　遠位端を含む外科手術器具と、
　シェルアセンブリを含むローディングユニットであって、該シェルアセンブリは、近位
端部分を有し、該シェルアセンブリの該近位端部分は、該外科手術器具の該遠位端上に位
置決めされ、該シェルアセンブリの該近位端部分は、環状リングを含み、該近位端部分に
環状溝を規定し、該環状リングは、ロック開口部を規定する、ローディングユニットと、
　該ローディングユニットの該環状溝内に解放可能に配置されている係止カラーと
　を含み、該係止カラーは、環状本体を含み、該環状本体は、１対の解放表面とロックと
を有し、該ロックは、該環状本体から半径方向内方に延びており、該１対の解放表面は、
該係止カラーを、該ロックが該ロック開口部を通って延びて該環状リングの内側表面を貫
通している係止された構成から、該ロックが該環状リングの該内側表面から半径方向外方
に位置決めされている係止されていない構成に移行するように構成されている、外科手術
システム。
（項目１７）
　上記外科手術器具の上記遠位端は、ウインドーを規定し、上記ロックは、上記係止され
た構成において、該ウインドーの中に延び、上記係止されていない構成において、該ウイ
ンドーの外に位置決めされる、上記項目のうちのいずれか一項に記載の外科手術システム
。
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（項目１８）
　上記係止カラーは、上記係止された構成において、上記ローディングユニットを上記外
科手術器具の上記遠位端に固定し、該係止カラーは、上記係止されていない構成において
、該ローディングユニットが該外科手術器具から取り外されることを可能にする、上記項
目のうちのいずれか一項に記載の外科手術システム。
（項目１９）
　上記ロックは、近位ステップと、遠位ステップと、該近位ステップと該遠位ステップと
の間の角度付き表面とを含む、上記項目のうちのいずれか一項に記載の外科手術システム
。
（項目２０）
　上記角度付き表面は、上記ロックが上記外科手術器具の上記遠位端に規定されるウイン
ドー内に位置決めされるまで、該外科手術器具の該遠位端上をスライドして、該ロックを
半径方向外方に移動するように構成されている、上記項目のうちのいずれか一項に記載の
外科手術システム。
　（摘要）
　ローディングユニットをアダプターに固定するためのシステムは、ローディングユニッ
トと、アダプターと、保持クリップとを含む。ローディングユニットは、近位端部分を有
するシェルを含み、この近位端部分は、半径方向の溝を規定する半径方向表面を有する。
アダプターは、ハンドルに選択的に結合するように構成されている近位端と、シェルの近
位端部分内に受け取られる遠位端とを有する。保持クリップは、半径方向の溝内で近位端
部分の半径方向表面の周りに半径方向に配置されている。保持クリップは、第１部と、第
２部と、それらの間の本体とを有する。本体の第１の端部は、ローディングユニットをア
ダプターの遠位端に解放可能に固定するロックを含む。
【００１２】
　本開示の様々な局面が、図面を参照して以下に記載され、図面は、本明細書中に組み込
まれ、本明細書の一部を構成する。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１Ａ】図１Ａは、本開示に従う円形ステープル留め外科手術器具の斜視図であり、ロ
ーディングユニットが外科手術器具の遠位端に解放可能に結合されている。
【図１Ｂ】図１Ｂは、本開示に従う別の円形ステープル留めアダプターの斜視図であり、
図１Ａのローディングユニットが外科手術器具の遠位端に解放可能に結合されている。
【図２Ａ】図２Ａは、ローディングユニットおよびアダプターの斜視図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、シェルアセンブリおよび係止カラーの斜視図である。
【図３】図３は、外科手術器具の遠位端、および図１Ａのローディングユニットの拡大さ
れた側面図である。
【図４】図４は、図３の長手方向軸に沿って得られる側面断面図である。
【図５】図５は、図４の示される詳細領域の拡大された図である。
【図６】図６は、図４の切断線６－６に沿って得られる部分的断面図であり、係止された
構成における外科手術器具の遠位端および係止カラーを示して例示している。
【図７】図７は、図６と同様の部分的断面図であり、アダプターの遠位端および係止カラ
ーが係止されていない構成にあり、係止カラーの係止された構成は破線で示されている。
【図８】図８は、図５と同様の拡大された側面断面図であり、係止カラーが係止されてい
ない構成にある。
【図９】図９は、本開示に従う別の係止カラーの斜視図である。
【図１０】図１０は、係止された構成における図９の係止カラーの正面図である。
【図１１】図１１は、図１０の切断線１１－１１に沿って得られる断面図である。
【図１２】図１２は、係止されていない構成における図９の係止カラーの端面図であり、
係止カラーの係止された構成は破線で示されている。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　実施形態の詳細な説明
　次に、本開示の実施形態が、図面を参照して詳細に記載され、図面において、類似の参
照数字は、数枚の図の各々における、同一の要素または対応する要素を表す。本明細書中
で用いられる場合、用語「臨床家」は、医師、看護師、または任意の他の世話をする人を
指し、援助要員を含み得る。本記載にわたって、用語「近位」は、臨床家に最も近い、デ
バイスまたはその構成要素の部分を指し、用語「遠位」は、臨床家から最も遠い、デバイ
スまたはその構成要素の部分を指す。
【００１５】
　図１Ａおよび図２Ａを参照すると、ローディングユニット１０が、本開示の実施形態に
従って提供されている。ローディングユニット１０は、外科手術器具の、アダプター１０
２を有するアダプターアセンブリ１００を介した動力式ハンドヘルド電気機械式器具（示
されない）への選択的な接続のために構成されている。あるいは、ローディングユニット
１０は、手動で作動されるハンドルアセンブリまたはステープル留め器具７００（図１Ｂ
）への直接的な接続のために構成され得る（例えば、米国特許第８，７８９，７３７号（
「’７３７特許」）に記載され、この米国特許は、本明細書中で参考として援用される）
。例示される実施形態において、ローディングユニット１０は、アダプター１０２の遠位
端部分１１０に解放可能に結合されており、ステープルカートリッジ１２（図４）と、シ
ェルアセンブリ２０と、係止カラー４０とを含む。ローディングユニット１０は、アンビ
ル４００（図１Ｂ）も含み得る。アダプター１０２は、ステープル留め器具（例えば、電
気機械式器具（示されない））の動きを変換して、ステープルカートリッジ１２を作動し
、組織（示されない）を縫合および切断するように構成されている。アダプター１０２の
近位端１０４は、ステープルカートリッジ１２を作動するために、ステープル留め器具に
取り付け可能である。アダプター１０２の近位端１０４は、ステープルカートリッジ１２
を作動するために、手動で作動される器具（例えば、’７３７特許に記載される）に取り
付けられ得ることが企図される。
【００１６】
　例示的なアダプターおよびローディングユニットの構造および機能の詳細な記載につい
て、２０１４年１０月２１日に出願された、共有に係る米国仮特許出願第６２／０６６，
５１８号を参照されたい。例示的な電気機械式器具の構造および機能の詳細な記載につい
て、２０１２年５月３１日に出願された、共有に係る米国特許出願第１３／４８４，９７
５号（現在、米国特許公開第２０１２／０２５３３２９号として公開されている）を参照
されたい。これらの出願の各々は、本明細書中でその全体が参考として援用される。
【００１７】
　図２Ａを参照すると、外科手術器具（例えば、アダプター１０２）の遠位端部分１１０
は、ウインドー１１２を規定する。ウインドー１１２は、アダプター１０２の遠位端部分
１１０の外側表面を通過しており、アダプター１０２の遠位端１１０ａから間隔が置かれ
ている。
【００１８】
　図２Ｂも参照すると、シェルアセンブリ２０は、アダプター１０２の遠位端部分１１０
を受け取るための円筒形開口部２１（図２Ａ）を規定する近位端部分２２と、ステープル
カートリッジ１２（図４）を受け取り、支持するためのレセプタクル３４を規定する遠位
端３２とを含む。シェルアセンブリ２０の近位端部分２２は、溝２４を規定する凹んだ環
状リング２３（図２Ｂ）を含み、この溝２４は、係止カラー４０を受け取るようなサイズ
にされている。実施形態において、係止カラー４０は、係止カラー４０がシェルアセンブ
リ２０の近位端部分２２の外側表面との連続的または滑らかな表面を形成するように、溝
２４の深さと等しい厚さを有する。環状リング２３は、下で詳述されるように、係止カラ
ー４０の一部分を受け取るロック開口部２８（図５）を規定し、内側表面２３ａおよび外
側表面２３ｂを規定する。
【００１９】
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　シェルアセンブリ２０の近位端部分２２は、係止カラー４０を溝２４内に保持するカラ
ーリテーナー２５を支持している。カラーリテーナー２５はまた、係止カラー４０の外径
からアダプター１０２（または代替的に、器具７００（図１Ｂ））の遠位端部分１１０へ
の滑らかな移行を提供するために、テーパ状にされ得る。カラーリテーナー２５は、カラ
ーリテーナー２５をシェルアセンブリ２０の近位端部分２２に固定する係止特徴２６（図
２Ａ）を含み得る。カラーリテーナー２５が、任意の公知の手段（プレスばめまたは超音
波溶接のタブ、およびインターロック構造が挙げられるが、これらに限定されない）によ
ってシェルアセンブリ２０の近位端部分２２に固定され得ることが企図される。カラーリ
テーナー２５が、シェルアセンブリ２０の近位端部分２２と一体的に形成され得ることも
企図される。
【００２０】
　図３～図６も参照すると、係止カラー４０は、シェルアセンブリ２０の近位端部分２２
の溝２４内に嵌るようなサイズにされている概して環状の本体４２と、環状本体４２から
半径方向内方に延びているロック４４とを含む。係止カラー４０は、ロック４４がロック
開口部２８と半径方向に整列されるように、近位端部分２２の周りに位置決めされている
。ロック４４は、近位ステップ４５と、遠位ステップ４８と、近位ステップ４５と遠位ス
テップ４８との間に位置決めされている角度付き表面４６とを含む。近位ステップ４５は
、シェルアセンブリ２０の長手方向軸Ａ－Ａから第１の距離を半径方向内方に延びており
、遠位ステップ４８は、シェルアセンブリ２０の長手方向軸Ａ－Ａから第１の距離よりも
短い第２の距離を半径方向内方に延びている。ロック４４は、角度付き表面４６と遠位ス
テップ４８との間にランディング４７も含み得、このランディング４７は、シェルアセン
ブリ２０の長手方向軸Ａ－Ａに対して実質的に平行である。遠位ステップ４８は、シェル
アセンブリ２０の環状リング２３のロック開口部２８を規定する遠位壁を係合するように
位置決めされている。近位ステップ４５は、係止カラー４０をシェルアセンブリ２０の近
位端部分２２に長手方向に固定するために、ロック開口部２８の近位壁に隣接して位置決
めされている。
【００２１】
　係止カラー４０は、弾性材料から作製される。例えば、係止カラー１２は、射出成形プ
ロセスを用いて、弾性プラスチック材料から形成され得る。しかし、係止カラー４０が他
の適切な材料（ばね鋼、ステンレス鋼、またはワイヤーが挙げられるが、これらに限定さ
れない）から形成され得ることが企図される。
【００２２】
　図６を特に参照すると、係止カラー４０は、第１の解放表面４１ａと第２の解放表面４
１ｂとを含み、ロック４４は、第１の解放表面４１ａと第２の解放表面４１ｂとの間の中
間で環状本体４２上に位置決めされている。係止された構成において、環状本体４２は、
概して楕円形の形状を規定し、ここで、環状本体４２は、第１の軸Ｂ－Ｂに沿った幅（第
１の解放表面４１ａから第２の解放表面４１ｂまで）を有し、この幅は、第２の軸Ｃ－Ｃ
に沿ったその高さ（ロック４４からロック４４に対向している側面まで）よりも大きい。
環状本体４２は、環状リング２３の周りに位置決めされている場合に、ロック４４が、環
状リング２３（図５）の内側表面２３ａを貫通し、かつアダプター１０２の遠位端部分１
１０のウインドー１１２の中に延びて、ローディングユニット１０を外科手術器具（例え
ば、アダプター１０２）に固定するように、係止された構成に向かって付勢されている。
環状本体４２は、遠位ステップ４８（図５）がアダプター１０２のウインドー１１２を規
定する遠位壁１１２ａ（図５）を係合して、シェルアセンブリ２０を外科手術器具のアダ
プター１０２の遠位端部分１１０に長手方向に固定するように、環状リング２３の周りで
溝２４内に位置決めされている。シェルアセンブリ２０の環状リング２３のロック開口部
２８は、上で詳述されるように、ロック４４がロック開口部２８およびウインドー１１２
を通過することを可能にするために、係止された構成において、アダプター１０２のウイ
ンドー１１２と整列されていることが認識される。
【００２３】
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　図７および図８は、係止されていない構成における係止カラー４０を例示しており、環
状本体４２は、高さが幅よりも大きい概して楕円形の形状を規定している。解放表面４１
ａ、４１ｂは、係止カラー４０を係止されていない構成に移動するために、手動で一緒に
押圧され得る。係止されていない構成において、ロック４４は、ロック４４が環状リング
２３（図５）の内側表面２３ａから半径方向外方に位置決めされるように、図７に示され
る距離「Ｄ」だけ半径方向外方に移動される。係止されていない構成において、係止カラ
ー４０が係止されていない構成にあるとき、ローディングユニット１０が、アダプター１
０２の遠位端部分１１０から係合解除され、取り外されるように、距離「Ｄ」は、ロック
４４がアダプター１０２のウインドー１１２の中に延びている距離よりも大きい。係止さ
れていない構成において、ロック４４がアダプター１０２のウインドー１１２、およびシ
ェルアセンブリ２０の近位端部分２２のロック開口部２８から取り外されるように、距離
「Ｄ」は、ロック４４の遠位ステップ４８が半径方向内方に延びている第２の距離よりも
大きくてもよいことが企図される。示されるように、係止されていない構成において、高
さが幅よりも大きいが、係止されていない構成において、ロック４４が距離「Ｄ」だけ外
方に移動されている状態で、幅が高さよりも大きくてもよいことが企図される。
【００２４】
　図２～図４に戻って参照すると、ローディングユニット１０を外科手術器具（例えば、
アダプター１０２）に結合するために、ローディングユニット１０は、アダプター１０２
のウインドー１１２が環状リング２３のロック開口部２８および係止カラー４０のロック
４４と半径方向に整列されて、アダプター１０２の遠位端部分１１０が近位端部分２２の
円筒形開口部２１内に位置決めされるように、アダプター１０２と整列される。係止カラ
ー４０の外側表面は、ロック４４の場所に関して、可視のしるしまたは触覚に基づくしる
しを含み得る。ローディングユニット１０がアダプター１０２と整列されている状態で、
ローディングユニット１０は、ロック４４がアダプター１０２のウインドー１１２内に受
け取られるまで、アダプター１０２の遠位端部分１１０上を近位方向に移動される。ロッ
ク４４がロック開口部２８を通過して、アダプター１０２のウインドー１１２内に受け取
られていることが認識される。ローディングユニット１０がアダプター１０２の遠位端部
分１１０上を近位方向に移動される場合、ロック４４の角度付き表面４６は、ウインドー
１１２がロック４４との整列へ移動するまで、アダプター１０２の遠位端部分１１０を係
合して、係止された構成から係止されていない構成に向かって、環状本体４２の自然弾性
に対抗して、係止カラー４０を移行する（すなわち、変形させるようにカム作用を実施す
る）。ウインドー１１２がロック４４との整列へ移動する場合、ロック４４は、ウインド
ー１１２の中にスナップして嵌る。係止カラー４０のスナップする動きは、ロック４４が
ウインドー１１２内に受け取られているという可視のしるしまたは可聴のしるしを提供し
得る。係止カラー４０の環状本体４２の自然弾性は、ロック４４をアダプター１０２にお
けるウインドー１１２を通して押し付けていることが認識される。ロック４４がウインド
ー１１２内に位置決めされている場合、係止カラー４０の遠位ステップ４８は、ウインド
ー１１２を規定するアダプター１０２の壁１１２ａを係合して、ローディングユニット１
０のシェルアセンブリ２０をアダプター１０２に長手方向に固定する。さらに、ロック４
４がウインドー１１２内に受け取られている場合、ロック４４は、ローディングユニット
１０が外科手術器具（例えば、アダプター１０２）に対して回転すること、またはねじれ
ることを防止する（すなわち、半径方向に固定する）。
【００２５】
　ローディングユニット１０が外科手術器具（例えば、アダプター１０２）に結合されて
いる状態で、外科手術器具およびローディングユニット１０は、外科手術手順を実施する
ために使用され得る。外科手術手順が完了した後、ローディングユニット１０は、下で詳
細に議論されるように、外科手術器具から分離され得るか、または外され得る。ローディ
ングユニット１０が外科手術器具から分離された状態で、別のローディングユニットが、
外科手術手順における引き続きの使用のために外科手術器具に結合され得るか、外科手術
器具が、別の外科手術手順における使用のために滅菌され得るか、または外科手術器具が
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、捨てられ得る。さらに、ローディングユニット１０は、別の外科手術手順における使用
のために滅菌され得るか、または捨てられ得る。
【００２６】
　ローディングユニット１０を外科手術器具（例えば、アダプター１０２）から分離する
か、または取り外すために、係止カラー４０は、第１の解放表面４１ａおよび第２の解放
表面４１ｂを、図７に示される矢印「Ｆ」によって表されるように、第１の軸Ｂ－Ｂに沿
って互いに向かって圧縮することによって、係止されていない構成に移行される。係止カ
ラー４０は、第１の解放表面４１ａおよび第２の解放表面４１ｂのうちの一方のみを他方
の解放表面４１ａ、４１ｂに向かって圧縮することによって、図７に示されるように、係
止されていない構成に移行され得ることが企図される。係止カラー４０が係止されていな
い構成にある状態で、シェルアセンブリ２０は、シェルアセンブリ２０をアダプター１０
２に対して軸方向に移動することによって、アダプター１０２の遠位端部分１１０との係
合から取り外され得る。
【００２７】
　次に図９～図１２を参照すると、別の係止カラー１４０が、本開示に従って提供されて
おり、ロック４４と環状本体１４２とを含む。係止カラー１４０のロック４４は、上で詳
述される係止カラー４０のロック４４と実質的に同様であり、どのようにそれが係止カラ
ー１４０に関連しているかを除いて、下でさらに議論される。係止カラー１４０の環状本
体１４２は、上で詳述される係止カラー４０の環状本体４２と同様であり、従って、簡潔
さのために、違いのみが下で詳述される。
【００２８】
　環状本体１４２は、下に記載されるように、一方の側で分けられて、第１の解放表面ま
たは端部分１４４および第２の解放表面または端部分１４６を形成し、これらは、互いに
対して移動可能に位置決めされ、その結果、係止カラー１４０の直径は、選択的に変えら
れ得る。第１の端部分１４４は、環状本体１４２の周囲で第１の方向に延び、第２の端部
分１４６は、環状本体１４２の周囲で第１の方向と反対の第２の方向に延びる。第１の解
放表面１４４および第２の解放表面１４６は、ロック４４に対向して、環状本体１４２の
周りに位置決めされている。第１の端部分１４４および第２の端部分１４６の各々は、端
１４５、１４７を有し、端１４５、１４７は、環状本体１４２に隣接している係合ウイン
ドー１４９を規定する。第１の端部分１４４および第２の端部分１４６の各々は、第１の
端部分１４４および第２の端部分１４６が環状本体１４２の周囲で互いにオーバーラップ
するように、ローディングユニット１０（図１）の長手方向軸に沿って、環状本体１４２
の厚さの約半分の厚さを有する。
【００２９】
　特に図１０および図１２を参照すると、係止カラー１４０は、係止カラー１４０を係止
された構成（図１０）に向かって押し付ける自然弾性を有する弾性材料から形成されてい
る。係止された構成において、環状本体１４２は、ローディングユニット１０（図１）の
長手方向軸に対して横断する面において、実質的に円形の断面を規定する。係止カラー１
４０（図１２）の係止されていない構成において、環状本体１４２は、ローディングユニ
ット１０の長手方向軸に対して横断する面において、概して楕円形の断面を規定する。係
止されていない構成において、ロック４４は、第１の端部分１４４および第２の端部分１
４６から離れて距離「Ｅ」を移動される。係止カラー１４０は、矢印「Ｆ」によって表さ
れるように、第１の端部分１４４の端１４５および第２の端部分１４６の端１４７を互い
に向かって押し付けることによって、係止されていない構成に向かって移行される。端１
４５、１４７が互いに向かって押し付けられると、環状本体１４２は、端１４５、１４７
から離れて距離「Ｅ」の分、ロック４４を移動する。第１の端部分１４４および第２の端
部分１４６は、第１の端部分１４４および第２の端部分１４６を押し付けて係止カラー１
４０を係止されていない構成に向かって移動する方向に関して、矢印（図９）の形態で可
視のしるしまたは触覚に基づくしるしを含み得る。
【００３０】
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　本開示のいくつかの実施形態が図面に示されてきたが、本開示は当該分野が許容するの
と同じくらい範囲が広いこと、および本明細書が同様に読まれることが意図されるので、
本開示はそれらの実施形態に限定されることが意図されない。例えば、ロックリングの係
止されていない位置において、ロックリングは、係止された位置における幅よりも小さい
幅を規定し得、高さは、係止された位置における高さよりも大きい。特定の実施形態にお
いて、ロックリングの他の相対的な寸法が変わり、変化するアスペクト比を有するロック
リングが使用され得る。
【００３１】
　上の実施形態の任意の組み合わせも想定され、それは、添付の特許請求の範囲の範囲内
である。本開示は、円形ステープル留めローディングユニットに限定されるものではなく
、線形ステープル留め器具または他のタイプの器具（例えば、電気焼灼器具または超音波
器具）のためのローディングユニットへの応用を有する。従って、上の記載は、限定する
ものではなく、単に特定の実施形態の例証と解釈されるべきである。当業者は、本明細書
に添付される特許請求の範囲の範囲内で他の改変を想定する。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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